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The simple wind model of the typhoon which passes through near Tokyo Bay was developed.  This model was applied to 

the typhoon No. 22 (October, 2004) in Tokyo Bay. As a result, the calculated result using this model approximately 

reproduced the observation . 

 

１． 緒言 

東京湾の海水に我々の生活から生じる排出物等が流入

すると海水が富栄養化し,植物性プランクトンが繁殖し

やすい状態になる.海底では,繁殖した植物性プランクト

ンの大量の死骸や陸域から流入した有機物等が蓄積して

いき,酸素量が極端に少ない貧酸素水塊ができる．貧酸素

水塊は,時として台風時や強風時等の荒天時の高潮や流

況等により表層に上昇したり,沿岸方向に移動したりす

ることで東京湾の水域環境に大きな影響を及ぼす. 

そこで,荒天時における環境の解析と予測に関する研

究の 1つとして,東京湾付近を通過した台風の経路と気

象状況について既存データを整理とともに簡易な台風の

風況モデルで再現し,その整合性を検討することで東京

湾の荒天時における水域環境の予測に活かすことを目的

とする. 

 

２． 台風風況モデル基本式の展開 

(1)台風域内の気圧分布式 

 海岸工学の分野では,台風による被災直後に波浪推算

を実施する場合が多い.このような場合,台風域内のモデ

ルにより気圧分布を仮定し,傾度風モデルで海上風を算

出する方法が一般的である. 

台風域内の気圧分布式の 1つであるマイヤーズ

(Myers)モデルは,台風中心に対して対称であると仮定し

て,次式で表す.[1],[2],[3] 
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ここで,P(r,t)；台風中心から距離 r離れた位置での気圧

(hPa),P0；台風中心での気圧(hPa),ΔP；台風の中心気

圧と周辺気圧の差(hPa),rmax；台風中心から最大風速の

地点までの距離(km), r；台風中心からの距離(km)であ

る. 

(2)傾度風 

傾度風とは,曲線状となった等圧線の間を気圧傾度,地

球の自転に伴って発生する見かけの力であるコリオリ力,

円運動による遠心力を考慮しながら一定速度で吹く風の

ことである.  

遠心力とコリオリ力と気圧傾度が釣り合うとして次式

で表される. 
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ここで,G ；気圧傾度に基づく風速, f ；コリオリ係数,

 ；空気の密度とする. 

G について解くと次式で表せる. 
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     (3)  

実際の風は摩擦の影響等によって風速が傾度風より小

さくなるとともに，風向も等圧線に対して約 30°の角度で

台風中心に向かって吹き込むとされている.[1],[2] 

(3)台風の進行に伴う場の風 

場の風とは台風の進行に伴う風であり,台風中心から

離れるに従って急激に減衰するように,次式で表す. 
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ここで,C1；海面や陸上表面の摩擦によって生じる風速の

低減係数,V ；台風の移動速度, l は r＝500kmのときに

)exp( F となるように設定した値である. 

(4)風向風速の推算 

風向風速を推算する場合に,台風の進行に伴う場の風

と傾度風の和として,x,y軸方向の風速は,次式で表すこ

ととする. 
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ここでC2；海面や陸上表面の摩擦によって生じる風速

の低減係数, ； x軸の正方向から半時計回りに測った

ときの台風の移動方向角とする. 

実際の風向は,等圧線に対して約 30°の角度で台風中心

に向かって吹き込むとされているので,x,y軸方向の成分

はこれを考慮している. 

(5)台風特性を表すパラメータについて 

台風の位置,ΔP(hPa)及び P0(hPa)は気象台により発表

されるものを用いる.rmax (km)については上野ら [4]等のよ

うに一定として取扱う例も見られるが,一定の場合は台風

が上陸して ΔP(hPa)のが小さくなった場合等では,風速の

推算値の精度が悪くなると考えられる. 

そこで本研究では,rmax (km)の値は台風の通過によって

時々刻々と変化する値として計算を行う.  

 

３． 観測値と計算値との比較 

 過去に発生した台風の既存の観測値と台風風況モデル

式で計算した風速分布の数値との比較を行い,台風風況

モデルによる台風時風況の再現性を検討する. 

再現性の検討では,2004年に発生した台風22号が東京

湾付近を通過した時の観測値を使用する.観測点は千葉

市中央区中央港の千葉特別地域気象観測所とする．

Table1に上記の観測所と台風の位置関係及び台風パラメ

ータを示す. 

Table1. 位置及び規模(2004年,台風 22号) 

 

 

 
Figure1. 通過経路(2004年,台風 22号) 

Figure2より観測値と計算値を比較すると 15時,16

時,17時,21時の値はほぼ一致している.ピーク時である

18時の計算値は観測値より多少大きいが,全体としては

良く再現されていると考えられる.Figure3に 17時と 18

時の位置における台風周辺の風況を示す. 

 
Figure2. 観測値と計算値との比較 

 

Figure3. 10月 9日 17時と 18時の台風モデル 

 

４． 結言 

 本研究では,簡単な台風風況モデルを用いて,東京湾周

辺における風況を推算し,観測結果との比較検討を行っ

た.その結果,計算値は観測値を概ね再現することが確認

できた. 

今後は複数の観測点を対象に観測値と計算値との比較

を行い,再現性を高めるとともに,台風風況モデルの問題

点とその改善点を検討することで東京湾の荒天時におけ

る水域環境の予測に活かしていく予定である. 
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